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は じ め に

京都大学東南アジア
研究 センター 所長 岩 村 忍

東南 アジアが,世 界史的な意義において注目をあびるようになったのは,比 較的新しい時代のことであ

る。開発のためのたゆまぬ努力が続けられてきたにもかかわらず,こ の地域におけるお くれは現在,世 界

的な焦点となっている。 この地域のもつ政治的問題,あ るいは経済的.社 会的,技 術的諸問題がいよいよ

重大化するにおよび,わ れわれはこれまでのこの地域にかんする研究がきわめてお くれていることを強 く

反省せ ざるをえない。

ひとくちに東南アジアといっても,大 陸あり,半 島あり,島嶼 あり,無 数の民族が固有の言語を語 り,

経済的 な発展段階をみて も実に多様,異 質な文化が混在 しており,綜 合的研究の場 としての学術的興味を

そそる。

このような東南アジアを近 くにひかえたわが国において,分 野を異にする研究者が研究者 としての責任

をもってあつまり,総 合的,動 的にとらえた研究をすすめようとするのは必然であろう。

昭和38年1月 京都大学は東南アジア研究センターを設立 した。 これは社会科学(い わゆる人文科学を含

む),自 然科学の各分野を通じ,組 織的,総 合的に,こ の地域にかんする研究を展開し,こ の地域の内在

的理解を高めようとするものである。研究センターで行なう研究は,歴 史の流れの中で未来への展望を念

頭においた 「現代研究」であり,方 法論的には 「地域研究」の新 しい分野 を開拓 しようとするものである。

自然科学を 「地域研究」のなかにとりいれたのは世界最初の試みである。研究センターが当初からインタ
ー ・ファカルティ,イ ンター ・ユニバーシティの原則をかかげたことは,東 南 アジア研究の本来のあるべ

き姿だと確信する。

研究センターは,昭 和39年3月,そ の第1年 度の活動をおえ,4月 より第2年 度 の計画実施 にはいっ

た。ここに第1年 度の事業活動の成果 と第2年 度の事業計画をあわせて概括し,ひ ろく世の批判 をあおご

うとす るものである。

研究センターの初年度事業は,主 としてフォー ド財団の研究費によってまかなわれた。この研究費の交

付について,同 財団国際部長ストーン博士,ス レーター次長および顧問パッシン教授のご尽力をいただい

た。現地においては,タ イ学術研究会議議長ネー ト将軍,同 社会科学部長ニポン博士をはじめ,東 南アジ

ア各国の政府関係諸機関,大 学等研究諸機関の好意ある協力と便宜供与をうけることができた。また 日本

政府,特 に文部省,外 務省の関係部局,お よび在バンコック日本大使館島津久大大使をはじめ館員各位,

ならびに他の東南アジア各地 におけるわが国在外公館,商 社諸機関が多大の支援を与えられた。研究活動

の面では,コ ーネル大学スキナー教授,ジ ョーンズ教授,エ ール大学ベンダ教授,ミ シガン大学ゴス リン

グ教授,ニ ューヨーク大学 トレーガー教授,HRAFの ルバール博士,ア ジア経済研究所所長東畑精一博

士をはじめとする,世 界各国の東南アジア研究者の積極的な協力に負 うところがおおかった。

これ ら学外か ら寄せ られた御援助 と御好意とに対 して心から感謝 したい。

さいごに,研 究センターの設立運営を推進,協 力 された平沢興前京大総長,奥 田東総長,足 利惇氏前管

理委員長,小 林章管理委員長をはじめ東南アジア研究センター準備委員会委員および管理委員会委員はも

とよ り,各 学部,研 究所,事 務局等の学内関係各位に対 し,こ の機会に心から謝意を表するしだいである。

昭和39年6月30日
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東南アジア研究センターの成立まで

京都大学では,東 南アジアにかんする諸問題の

研究が,い くつかの分野において,お こなわれて

きた。

これ らの研究を組織化 し,総 合化す るために,

昭和34年9,月 に東南 アジア研究会が発足 し,,月例

研究会がもたれることになった。

しかし,東 南 アジア研究を本格的に促進するた

めには,欧 米および東南 アジアにおける研究の現

情 を調査することが必要であった。そこで臼井二

尚教授,棚 瀬嚢爾助教授(文 学部)お よび本岡武

助教授(農 学部)か らなる調査団が,フ ォード財

団の援助によって,昭 和36年3月 から6ヵ 月間,

欧米および東南アジアに派遣された。

この報告にもとづき,同 年10月,東 南アジア研

究会に小委員会が設けられた。この小委員会は社

会科学を中心とする東南アジア研究計画の作成に

従事 した。

しか し,京 都大学としては,自 然科学部門を加

えての全学的研究体制のあ りかたを検討すること

の必要性が痛感された。昭和37年6月,京 都大学

評議会の決議にもとづき,東 南アジア研究計画準

備委員会が設けられ,委 員長に奥田東農学部長が

選出された。同委員会は,東 南アジア研究のあ り

かたとして,自 主 ・平等 ・公開の原則にたち,長

期的なビジョンのもとに永続的 ・組織的に進めら

れなければならないとの方針を確立 した。またそ

れは本来,学 部を越えた協力を必要 とするもので

あり,さ らに大学間の協力を必要 とするものであ

る。

この準備委員会の答申にもとついて,昭 和38年

1月,京 都大学評議会は東南アジア研究センター

および同管理委員会の設立を決議 し,さ きの東南

アジア研究会および同小委員会は,こ れに発展的

に解消することとなった。2月,管 理委員長に足

利惇氏文学部長,セ ンター所長に奥田東農学部長

が就任 した。

湿潤熱帯の森林に足をふみいれて、まず目をうばわれる

のはその樹種のおおさである。まっすぐにどこまでものび

る木は、他にぬきんでて熱帯雨林の王者である。

それ自身の重みをささえかねて、根もとで幹を変形さ

せるのだろうか、あたかも扶壁をたてたかのように。



4月,フ ォード財団より東南アジア研究第1期

5ヵ 年事業計画のうち外貨 を必要とする研究費と

して35万 ドルを交付する旨発表された。

昭和38年4月 か ら,東 南アジア研究センターの

事業計画第1年 度にはい り,研 究,出 版,養 成,

交流および図書資料整備の各計画が実施にうつさ

れることになった。

現地調査を要する研究計画は,つ ぎの9つ に編

成 された。

)1(

)2(

)3(

)4(

)5(

)6(

)7(

)8(

)9(

ビルマ地域の研究

マラヤ地域の研究

東南 アジアの自然環境の研究

東南 アジアの言語の研究

東南アジアの宗教の研究

東南アジアの政治の研究

東南アジアの経済の研究

東南アジアの教育の研究

東南アジアの華僑の研究

4～5月,研 究センター社会科学調査研究部門主

任の岩村忍教授(人 文科学研究所)は,タ イ ・ビ

ルマ ・マラヤ ・インドネシアの諸国を歴訪,現 地

調査についてのうちあわせをおこなった。

ついで7～8月,平 沢総長が岩村教授を伴つて,

タイ ・ビルマ ・マラヤの諸国を訪問 し,現 地調査

研究活動についての積極的な協力と援助とを要請

した。

平沢総長,岩 村教授の現地調査打合わせにもと

づき,

1)ビ ルマにおける現地調査は同国内の情勢に

かんがみ一時延期し,ビ ルマ地域研究をビル

マ ・タイ地域研究にあらため,さ しあた りタ

イを集中的に調査研究すること

2)イ ン ドネシアの重要性にかんがみ,マ ラヤ

計画はマレーシア・イン ドネシア地域研究に

あらため,イ ンドネシアの研究は同国の経済

事情の好転を待って行な うこと

3)現 地調査研究を円滑に行な うため,東 南ア

ジアの中心地のバンコックに連絡事務所を設

けること

などの方針を決定した。

9月 末,ビ ルマ ・タイ地域調査計画を担当する

本岡助教授が出発 し,い よいよ現地調査研究の第

一歩がふみだされることになった。この第1年 度

の現地調査については,の ちに詳 しく述べる。

12月,平 沢総長が任期満了で退任 し,奥 田所長

が総長に選出された。総務部主任堀江 保 蔵 教 授

(経済学部)が 所長代理 とな り,つ いで翌39年2

.月,岩 村教授が研究センター所長に就任 した。

東南アジア研究センターの組織 東南アジア研究

センターは,東 南アジア研究センター管理委員会

が管理する。同委員会の構成員は,各 学部,教 養

部,各 研究所のうち関係のある部局の長またはそ

の代行者および研究センター所長である。

東南アジア研究センターには所長がおかれ,研

タイ学術研究会議議長ネート将軍は、平沢前総畏の訪問を心から歓迎し、タイ国におけるわ

れわれの研究を援助することを約束した。右からネー ト将軍、平沢前総長、岩村教授、ニポン

博士、安藤茂美書記官。
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バンコック連絡事務所開所式はエラワンホテルでひらかれタイ各界、国連

機関の関係者、各国の研究者、日本大使館員など200名ちかくがあつまった。

究センター業務の企画,運 営にかんする事項は研

究担当教官(教 授,助 教授,講 師)の 組織する運

営協議会が審議する。この協議会には常任委員が

おかれている。

研究センター は,総 務部,調 査研究部 よりな

り,調 査研究部は,社 会科学部門と自然科学部門

にわかれ,総 務部および各部門主任,副 主任が業

務の総括にあたる。

バンコック連絡事務所 バンコック連絡事務所

は現地調査計画の立案に必要な現地状況の調査 と

資料の収集,調 査の実施にあたっての現地政府は

じめ諸機関との連絡調整を主な目的 としている。

連絡事務所は,昭 和38年10月 末に仮設 された。

翌39年2月,奥 田総長がバンコックを訪問し,タ

イ学術研究会議議長ネー ト将軍はじめ多数の政府

要人,研 究者を招き,ま た駐タイ日本大使島津久

大氏,文 部省調査局長天城勲氏 らの出席 の も と

に,連 絡事務所の正式の開所を披露 した。

連絡事務所は設立い らい調査参加者が生活をと

もにする場を提供 しただけでなく,す べての初年

度の計画のため政府諸機関,大 学などの機関と連

絡をとり,調 査の許可および協力を得,十 分にそ

の機能を発揮 した。

これは,わ が国の大学が海外にはじめてもった

恒久的研究基地である。ひとり研究センター関係

者だけが利用するのでな く,ひ ろくわが国の研究

者 に公開され,そ の機能がますます発展 させられ

ることがのぞまれる。
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連絡事務所は、26/2SoiSomprasongs1,PetchaburiRd・

Bangkokに あ り、研究室、資料室、食堂および寝室などをもち、

ニ ッサンパ トロールー台 をそなえていて小さいなが らも現地調査

に、研究 計画の立案 に、学術 的知識 の交流に機 能を発揮 している。

われわれは東南アジア研究をおこなうにあたり、多くの地域

から、多くの分野の研究者があつまり、たがいに知識と経験をもち

より協力していくことをねがうものでありますから…………(開 所

式での奥田総長演説より)



昭和38年 度事業 の報告

研 究 事 業 研究センターにおける研究は各研

究担当者が,所 属の部局で,そ れぞれのテーマに

ついておこない,必 要に応 じて,現 地調査を実施

する。一方,研 究センターは分野を異にする研究

者のあつまる研究例会を主催す る。研究例会 にお

いて,各 研究担当者はその研究計画な り研究成果

な りを発表す る。

研究例会は,東 南アジア研究会によって昭和34

年9月 にはじめられた月例研究会を うけついでで

きた ものである。 この月例研究会は昭和34年 に

3回,35年 に10回,36年 に9回,37年 に15回 開催

された。内容別にみると生物構造にかんするもの

2,社 会現象にかんするもの9,文 化現象にかん

するもの8,研 究方法論など総合的な問題にかん

するもの18。 講演者は学内者19(う ち2は 大学

院学生),学 外者が11(う ち4は 外国人),講 演者

をさだめず討論会形式をとったのが7で あった。

昭和38年1月 の研究センター発足いらい講演者

の数が増 し,研 究例会 も活澱におこなわれるよう

になった。39年3月 まで,19回 の研究例会をひ ら

き,講 演者は27名,す なわち学内18(大 学院1),

学外9(外 人1)に のぼった。内容は自然構造3,

生物構造3,生 活環境2,社 会構造5,文 化現象

5,総 合7で あった。

現地調査は昭和38年 度からはじめられた。その

うちタイ・ビルマ地域調査計画については本岡助

教授が担当し,タ イの農業技術 について,技 術

的,経 済的な問題 をとりあげ,佐 藤孝教授(兵 庫

農大),渡 部忠世助教授(京 都府大)ら が参加 し

た。 日比野丈夫助教授(人 文科研)は,東 南アジア

の華僑にかんする予備調査を行なった。東南アジ

ァの自然環境にかんする研究は,タ イの森林土壌

の調査に堤利夫助教授(農 学部)お よび大学院学生

3名,東 南アジアの生薬にかんする調査に木村康

一教授(薬 学部),糸 川秀治助教授(東 京理科大),

加世田正道技師(松 本保健所)の3名 が,ま たタ

イの水田土壌にかんす る調査には川 口桂三郎教授

(農学部)お よび大学院学生2名 が参加 した。こ

のほか,東 南 アジアの医薬事情 にかんする研究の

モミを風選する農家のオバサンはくったくなく笑う。水田面積はひろい。タイ中部のメ

ナム平原はなんといっても穀倉だ。もっと農業機械がはいってもいいのではなかろうか。

増水期にはいるとイネは増水のペースにあわせてどんどんのび、水中に没した節

から仮根をだして養分を吸収する。稲刈は田舟にのってする。水がひいたあとひき

おこしてみるとなんと3メ ー トルをこえる長さだ。これが有名なウキイネだ。
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中国人はふるさとをわすれない。子供たちを現地の学校で教育し、

自身もそこに定着して同化しようとする反面、漢字をつかい、中国語

をはなし、伝統や風習を尊重し、廟や宮をまもりつづけていく。

明朝の末期、マラッカにやってきた李為経はオラン

ダから甲必丹に任ぜられた。マレーシアの都市人口の

6～7割 を占めるという華僑の歴史はふるい。

予 備調 査 と して,西 尾 雅七 教 授,浅 山亮 二 教 授,

上 野一 也講 師(医 学 部)が,タ イ の医 学 事 情 を,

公 衆衛 生学,眼 科 学 の見 地 か ら視 察 した。

1.ビ ル マ ・タ イ地 域 調 査 計 画

まず タ イの農 業 を技 術 的,経 済 的 な視 点 か ら と

りあ げ,農 業 技 術 の改 良 と,そ の農 民 層 へ の滲 透

に つ い て調 査 した。 本 岡助 教 授 は昭 和38年9月 か

ら39年4.月 ま で,佐 藤 教 授 は38年10月 か ら39年1

.月ま で,渡 部 助 教 授 は38年10.月 か ら39年5月 ま

で,主 と して タ イに滞 在 した 。 こ の間,本 岡 は,

調 査 計 画 作 成 の準 備 を 目的 と して フ ィ リ ピン ・ビ

ル マ ・イ ン ドネ シ ア ・マ レ ー シ ア を,短 期 間 訪 問

した 。 また 渡 部 は,イ ン ド ・パ キ ス タ ン ・セ イ ロ

ン 。マ レ ー シ ア の稲 作 研 究 機 関 を視 察 した 。

この調 査 は,タ イの農 業 技 術 の実 態 を,水 稲 作

と畑 作 に つ い て 究 明 し,改 良方 向 を あ き らか にす

る と と もに,い か にす れ ば農 民 層 へ 改 良 技 術 が滲

透 して い くか を研 究 す る こ とを 目的 と した。

そ の間,タ イ農 務 省,開 発 省,経 済 企 画 庁 な ど

の協 力 を得,資 料 を あつ めた 。11月 以 降 関 係 係 官

と とも に,東 北 部,北 部,中 部,南 部,東 南 部

へ の調 査 旅 行 を く りか え しお こ な った 。 主 と しで

農 事 試 験 場 をお とず れ,そ の他 の農 業 技 術 改 良 の

あ りか た を知 る と と も に,附 近 の農 家 を たず ね作

物 栽 培 の 実 情 を調 査 した。 稲作 を渡 部 が,畑 作 を

佐藤 が,そ して 農 業経 済 問題 一 般 を本 岡 が担 当 し

た 。

稲 作 技 術 の 改 良 は,新 品種,灌漑 排 水,栽 培 方

式,施 肥,病 虫 害 駆 除 な どの 方 向 につ い て 検 討 し

た 。 畑 作 物 の ト ウ モ ロコシ,ケ ナ フ,サ トウ キ

ビ,キ ヤ ッサバ,ゴ ム,ワ タ な どそ れ ぞれ につ い

て,技 術改 良 の方 向 を あ き らか に した 。 そ して改

良 技 術 が,農 民 層 に滲 透 す る た め に は,農 業 生 産

に お け る投 入 と産 出 の価 格 関 係,農 産 物 の庭 先 価

格 と輸 出 価 格 の格 差,農 産 物 流 通 機 構 と農 業 協 同

組 合,農 業 改 良 普 及 組 織,農 家 にお け る貯 蓄 と投

資 の関 係 な ど に問題 が あ る こ とが あ き らか に な っ

た。

佐 藤 は 以 上 の 調査 結果 を研 究 例 会 で 「タ イの 自

然 と人 」 と題 し て 講 演 し,「 タ イに お け る畑 作

物 」 との表 題 の も とに"東 南 アジ ア研 究"第4号

に報 告 す る 。本 岡,渡 部 は7,月 の研 究 例 会 で講 演

し,"東 南 ア ジ ア研 究"第5号 に発 表 す る予 定 で

あ る。

本 岡 は昭 和39年 に もお な じ 目的 で,タ イ にわ た

り,補 遺 調 査 を お こ な うと とも に,地 域 調 査 計 画

の 第 二 段 階 で あ る村 落 調 査 の 指 導 にあ た るは ず で

あ る。

2.東 南 アジ アの 華僑 に か ん す る研 究 の予 備調

査

日比 野助 教 授 は昭 和38年8月 か ら10月 ま で,マ

カ オ,ホ ン コン,シ ン ガ ポ ール,マ レー シ ア,タ

イ,タ イワ ン な どで華 僑 につ い て歴 史 学 的,社 会

学 的 観 点 よ り予 備調 査 を お こ な っ た。

日比 野 は漢 文 文 献 を,香 港 大 学,新 亜 書 院,シ

ン ガ ポ ール 大 学,南 洋 大 学,マ ラ ヤ大 学 な どに お



いて調査 したが,シ ンガポール大学の漢字新聞の

ほかは,華 僑にかんする資料の収集は不十分のよ

うであった。 しかしシンガポール在住学者の個人

的所蔵には,注 目すべきものがあ り,ま た台湾省

立図書館の旧南方資料館の文献は非常に貴重なも

のであることを知った。

各都市の華僑の同郷団体の中心である会館の調

査は,あ たかも華僑の日本に対する血債追求運動

にぶつかったため割愛を余儀な くされた。同族団

体の中心である宗祠,寺 廟の歴史について,青 雲

亭,龍 山堂などで,古 碑類を採録 し,華 僑の発展

史をあとづけることができた。

資料 は,漢 籍,地 図,拓 本,写 本 などからな

り,現 在も現地と連絡 をたもちつつ収集をつづけ

てい る。

調査結果は"マ ラヤにおける東西の対立"(立 命

館文学222号),"マ ラヤ調査旅行覚え書"(東 南ア

ジア研究第3号),黙 南方華僑社会の停滞性"(AA

地域総 合研究連絡季報10)と して発表 し,研 究

例会に"東 南アジアの華僑"と 題 して講演 した。

3.東 南アジアの自然環境にかんする研究

(1)タ イの森林土壌にかんする調査

堤助教授(農 学部)は 荻野和彦,菅 誠,渡 辺

弘之(大 学院農学研究科)ら とともに,昭 和38年

11月 から39年1月 まで,タ イの森林植生および森

林土壌にかんする調査をおこなった。荻野は昭和

37～8年 にカセツァー ト大学に留学 した経験を持

っているので,調 査終了後2月 まで,バ ンコック

連絡事務所関係の業務にたずさわった。

熱帯林業の基盤である森林および森林土壌は,

森林の生産力を決定する うえ に重要 な要因 であ

高木 、低木 、かん木 、つ る、寄生植物 などがおりなすジャングル

は緑の 力べ だ。けれども林 内は意 外にひ らけて いて 歩きやすい。

る。 タ イ の い ろ い ろ な森 林型 につ い て,森 林 土壌

学 的 調 査 と,森 林 植 生調 査,森 林 土壌 昆 虫調 査 を

あわ せ てお こ ない,お お くの成 果 をあ げ た 。

調 査 は タ イ国 立 チ ュ ラ ロン コー ン大 学,カ セ ツ

ァー ト大 学 と協 同 してお こな わ れ,森 林 局 か ら有

力 な援 助 が あ た え られ た 。

堤,荻 野 は ドン ケ オ ・ラタ ナ ウ ォ ン,チ ュー プ

・ケ ム ナ ー ク(カ セ ツ ァー ト大)ら と協 力 し,東

北 部,北 部 を移 動 し なが ら,広 汎 な 地 域 で 乾 燥 常

緑 林,モ ン ス ー ン林,乾 燥 落 葉林,チ ー ク林 な ど

を踏 査 し,一 方,菅,渡 辺 は サ ン ガー ・サ パ シ ー

博 士(カ セ ツ ァー ト大),パ イ ラ ー ト ・サ イチ ュ

ア(チ ュ プ ロン コー ン大)ら と と もに,東 北部 の

板根の生態はおもしろい。根がたて方向に偏心生長した

もの、幹が変形したものなど成因はさまざまだが、のびす

ぎる木がたおれないようにささえている。自然を合目的的

にみるのはよくないというのだけれど………。
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トウ椅子の原料もジ

ャングルの産物だ。林

内にあってCulomus

sp.(Palmae)な どと

植物名でよばれている

ときには、全体を トゲ

で武装 している ことを

知 っている人はす くな

い。

一年前にき りたお し
.

た 伐 根 か らでた萌芽

は、すでに3メ ー トル

をこえていた。伐根自

身 は ぐさ ぐさに くさ

り、腐蝕菌の花ざか り

だ。有機物の分解がは

やい こと、再生産の大

きい ことはおどろ くば

か りだ。
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2ヵ 所 で乾 燥 常 緑 林,落 葉 林,マ ツ林 の精 密 な調

査 を お こな っ た。 の ち全 員 が南 部 へ む か い,熱 帯

降 雨林 の調 査 に従 事 した 。

そ の結 果58ヵ 所 の断 面 形 態 の深 さ別 に採 集 した

340の 土 壌 試 料,53点 の毎 木 調 査 結 果 資料 と植 物

標 本 約500点,35地 点 の 土壌 昆 虫標 本200ビ ン を

収 集 した 。

目下,資 料標 本 の化 学 分 析,整 理 計 算,同 定 を

お こな って い るが,研 究 成 果 は チ ュ ラ ロン コー ン

大学,カ セ ツ ァー ト大 学,京 都 大 学 の 協 同研 究 と

して,研 究 セ ン ター か ら公刊 され るは ず で あ る。

な お調 査 結 果 の一 部 は,2月 研 究 例 会 に"タ イ

国 の森 林"と 題 し堤 が講 演 した 。 凍 南 ア ジ ア研

究"第5号 に も発 表 され る予 定 で あ る。

(2)東 南 ア ジ ア の生 薬 調 査

木 村 教授 らは 昭 和38年12.月 よ り39年2,月 まで,

タ イ ・フ ィ リ ピン ・ラオ ス な どで 生 薬 の調 査 をお

こな い,そ の 間,イ ン ド ・ネ パ ー ル を視 察 した 。

生 薬 の薬 学 的研 究 の基 礎 と して,主 とし て薬 用

植 物 を調査 した が,タ イ では,チ ャ ン タ ブ リ,チ

ェ ンマ イ,プ ケ ーな どの植 物 園,樹 木 園,農 事 試

験 場 を お とず れ,薬 用植 物 標 本 の 採 集,市 販 生 薬

の 収 集 につ とめた 。

資料は整理をおわ り,薬 学部生薬標本室におさ

められた。分析,同 定は39年 中に完了する予定で

あって,近 く"東 南アジア研究"に その一部を発

表する。

(3)タ イの水田土壌調査

川 口教授 は39年2月,斉 藤万之助,古 川久雄

(大学院農学研究科)ら が38年11月 から39年4月

までおこなった水田土壌調査を指導した。

調査は主として水田土壌の生成論的形態学の立

場か らおこない,東 南アジア諸国の土壌型の相互

関係を知ることと,植 物養分の肥効発現機構をあ

きらかにすることに主眼をおいた。斎藤,古 川が

東北部,北 部,中 部において調査する間,タ イ土

地開発局のスラチ ット,イ ティポン,灌漑 局のソ

ンの各氏の協力をうけ,2月 川口の加わった中部

の酸性土壌地帯の調査には,灌漑 局のウィン氏が

参加した。

東北部の土壌は砂岩の風化により生成した砂質

の,ラ テライト化作用をうけたものである。一見

単調な土壌のような印象をうけるが,微 地形の変

化にいちじるしい影響をうけている。また潜在的

な植物養分にとぼしい母材をもったことは,農 業

形態に貧しさをきわだたせているようである。

生 薬う りが店 をだしていた。シカの角、ウシ

や ブ タ の 頭がい骨、カメの甲、子安貝、二枚

貝、 と な り には水薬などいろいろな らべてい

る。
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北部,中 部はこれに対し,永 年の堆積作用の結

果,細 粒質の土壌,こ とに中部では粘土のおおい

土壌であり,欠 陥があるにせよ,タ イの穀倉地帯

をなしている。グルムゾル的土壌型,石 膏の結晶

をふ くむ層のある土壌型など生成論的にみて興味

ぶかいものがある。

65点 の土壌調査結果,層 位別の試料,そ の他タ

イ政府発行の資料,土 壌図,土 壌研究報告などを

収集 した。 これ ら資料の分析整理は39年 中に完了

し,"研 究報告"に 発表する一方,日 本土壌肥料

学会に講演,あ るいは機関誌に寄稿の形で発表す

る予定である。

(4)タ イの医学事情予備調査

39年度計画に編成されるべ く医薬にかんする研

究の予備調査 として,西 尾教授,浅 山教授,上 野

講師 らはタイ国において,公 衆衛生学的,眼 科学

的見地から予備調査を行なった。

乾季になって、からからに乾いた粘土質の堆積土はコンク

リートのようだ。メナム平原をおおうひろい酸性土壌地帯の

土壌断面をしめす。表面から20～30センチは黒色層、その下

はあかるい黄褐色の母材の層で黄色の水酸化鉄の斑紋が点在

する。60センチ附近には石膏の針状結晶が析出している。

華僑の生薬店には、国医(い わゆる漢方医)が いる。その処方

により生薬を調剤して売っている。丸薬などの製剤もある。内外

全科とはすごい。

西 尾 は公 衆 衛 生 学 的 観 点 か らひ ろ くタ イ の 医学

事 情 を視 察 し た。 バ ン コ ッ クに お い て厚 生 省,医

科 大 学 そ の他 医 学 研 究 機 関,SEATOの 医学 研 究

所 な どを訪 問 し,医 学 行 政,医 学 研 究,公 衆衛 生

の実 情 お よび 臨床 的 に み た タ イの 医学 的 問題 を調

査 し,"ら い","結 核"の ふ た つ が と くに重 要 な

もの で あ る こ とを 知 った 。 あ とチ ェ ンマ イ,コ ラ

ー ト
,ウ ボ ン に お い て,各 地 の 病 院,結 核 療 養

所,"ら い"療 養 施 設,"ら い"村 を視 察 した 。 浅

山,上 野 らは 眼 科 学 の 見 地 か ら,失 明 原 因 と トラ

コー マ の 実 態調 査 をお こな った 。 眼 病 の 入 院 患 者

の うち,白 内 障 患 者 が 圧 倒 的 にお お く,白 内 障 手

術,角 膜 移 植 手 術 な どが 試 み られ てい るが,あ ま

り普 及 して い ない 。 ト ラコ ーマ とそ れ に起 因 す る

角 膜 炎 は 重 要 な 衛 生 問題 で あ り,急 性 結 膜 炎 の

発 生 が ハ エ,ブ ユ な どの 増 加 と平 行 して お こ っ て

い る こ とは,環 境 悪 化 にた い し住 民 が 無 防 備 の ま

ま さ ら され て い る事 情 を示 して い る よ うで あ る。

こ の医 学 予 備 調 査 結 果 に も とづ き,39年 度 に は

"ら い"
,"結 核"の 調 査 を,40年 以 降 に眼 科 学 的

な調 査 を お こ な うべ く準 備 中 で あ る。

出 版 事 業 研 究 セ ン タ ー は,そ の事 業 内 容 を

簡 単 に説 明す る た め"東 南 ア ジ ア研 究 セ ン タ ー要

覧(昭 和38年10,月)"お よび"Directoryofthe

CenterforSoutheastAsianStudies,Sept.'63"

を刊 行 した。 そ の後39年2月,日 英 両文 と も改 訂

版 が だ され た。



研 究 事 業 の進 展 に と もな う成 果 の 発 表 は,雑 誌

"東 南 ア ジ ア研 究"の 刊 行 に よ
っ て い る。 昭 和33

年7月 に第1号 を,11月 第2号 を だ した。 当初,

年2回 刊 行 の予 定 で 出発 した が,寄 せ られ る論 文

の数 が 多 くな り,ま た 第1号 い らい の反 響 が 意外

に大 き く,各 界 の好 評 を え た の で,季 刊 とす る こ

と と な り,39年3月 に第3号 が 刊 行 され た 。"東 南

ア ジ ア研 究"は,論 文,報 告,図 書 紹介,彙 報 な

どか らな り,主 とし て研 究 担 当者 お よび 大学 院学

生 に よ っ て執 筆 され て い る 。所 載 論 文 は,研 究 例

会 に発 表 した も の で あ る こ とを原 則 とす る。

研 究 成 果 の ま とま っ た発 表 は,"東 南 ア ジ ア研

究 報 告"(日 ・英 両 文)の 発 行 に よ るが,38年 度

には,現 地 研 究 が 開 始 され た ば か りで あ っ た た め

も ち ろん 刊 行 の は こび に い た らな か っ た。

交 流 事 業 研 究 セ ン タ ー事 業 の第3に,研 究

者 の 交 流 をお こな うこ とが あ る。 これ は 内 外 の研

究 者,ま た は研 究 行 政 担 当 者 を研 究 セ ン タ ー に ま

ね き,研 究 例 会 で の講 演,討 論 に参 加 す る こ と を

依 頼 し,研 究 活 動 の状 況 をた が い に交 換 す る機 会

を も と うとす る もの で あ る。 一方 セ ン タ ーは研 究

担 当 教官 を海 外 の 学 会 な り研 究 機 関 に派 遣 す る。

昭 和36年10月 に,TheCouncilonEconomic

andCulturalAffairsのA.B.Lewis博 士 を

まね い た の をは じ め と して,37年 には ミシ ガ ン大

学 のP・Gosling博 士,シ ン ガ ポ ール 大 学 のLee

William博 士,FAOのOng(翁)博 士 らが 講

演 を した 。

また,39年4月,タ イ学 術研 究 会 議 議 長 ネ ー ト

・ケ マ ヨーテ ィ ン将 軍 夫 妻 及 び 同 会 議 社 会 科 学 部

長 ニ ポ ン ・サ シ トー ン博 士 を15日 問 にわ た っ てわ

が 国 に招 待 し た。 そ の間 一 行 は京 都 で一 週 間 をす

ご し,研 究 セ ン タ ー にお い て"タ イ学術 研 究 会 議

の性 格 とそ の役 割 につ い て"と 題 し て講 演 し た。

一 方
,京 都 大 学 に留 学 中 の東 南 ア ジ ア諸 国 の学

生 諸 君 と大 学 院 学 生 な ど の若 い 研 究 者 の交 流 がた

えず 行 な われ てい る。 これ は現 地 理 解 をふ か め る

た め のみ な らず,現 地 研 究 者 とし て の態 度 を養 成

す る意 味 に お い て も,よ ろ こ ば し い こ とで あ る。

昭 和37年3月 ボ ス トン で 開催 され た米 国 ア ジ ア

学 会 総 会 に は相 良 惟 一 教 授(教 育 学 部)が,38年3

月 フ ィ ラデル フ ィ ア の総 会 に は 当時 ス タン フォ ー

タイ国立医科大学。男女共学、入学してから医師免状をと

るまで7年 。もちろんインターンもやる。毎年約160人 くら

いの医師が生れるが医師の不足はまだまだなくならない。

ド大学にて研究中の猪木正道教授(法 学部)が,39

年3月 ワシントンの総会には岩村所長が派遣され

た。岩村所長はニューヘブンにおけるHRAF委

員会にも出席した。上記三人とも総会前後にアメ

リカの東南アジア研究を行なっている主要大学を

歴訪し,研 究状況を視察し,意 見の交換を行なっ

た。

図 書 資 料 整 備 事 業 東 南 アジ ア研 究 の

た め に は 図 書 資 料 の 収 集,整 備 が必 要 な こ とは

い うま で も ない 。研 究 セ ン タ ー と して は,ま ず ヒ

ュ ー マ ン ・リレ イ シ ョン ズ ・エ リア ・フ ァ イル ズ

(HumanRelationsAreaFilcs)の 加 盟 大 学 に な

る よ うに努 力 し,昭 和38年5月,オ リジナ ル ・コ

ピー の供 給 を うけ る正 式 メンバ ー とな った 。

HRAFは 全 世 界 にわ た っ て,人 間 行 動 にか ん

す る人 文 ・社 会 科 学 の膨 大 な資 料 を,き わ め て効

率 的 な フア イル 方 式 に よ り整 理 し た も の で あ る。

昭 和39年1月,約200万 枚 の ス リソ プが,約500

個 の梱 包 とな っ て到 着 した。HRAF本 部 か ら派

遣 され た ドロシ ー ・マ ー フィ女 史 の手 で2月 に 開

梱 整 理 が は じめ られ た。
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ひろい水田、豊富な日光と水、稲作技術と土壌がよくなれば、飛躍的に

収量が増すだろう。パルミラヤシは、変化にとぽしい水田風景にアクセン

トをつけている。花からサトウをとる。タイ語でサトウ(ナ ムターン)は

ヤシの水を意味するという。

昭 和39年 度 事 業 の 展 望

東南アジア研究センターは,昭 和39年4,月 か ら

活動の第2年 度に はいった。 研究担当者は 増加

し,活 動の分野はひろがってゆく。まぐちがひろ

がればそれだけ研究センターの運営にも手をとら

れる。研究センターのかかえこんでいる困難や,

悩みはす くな くないが,大 学院学生などの若い研

究者層が,意 欲的に研究に参加する熱意を示 して

いる。研究 センターは歴史のあさい,若 い機関で

ある。それが若い研究者のカで支えられてゆ くこ

とは,将 来の発展 を約束するものであろう。

組織化の努力 東南アジア研究 センターは,そ

れ自身組織化 された機構 をもっているが,制 度的

には学内施設にとどまっている。各分野での研究

がすすむにつれ,年 々多数の研究者を現地調査 に

お くりだすことが必要になるほか,大 学院学生な

どの若い研究者を適切に指導することが緊急な要

請 となっている。 そのほか,出 版事業,交 流事

業,養 成事業のどれひとつとってみても,研 究セ

ンターに専任の教官,事 務職員をおかなければな二

らなくなってきた。したがってその官制化が焦眉

の急務 となっている。

東南アジア研究センター後援会 研究センター

の研究活動を支援するため,昭 和39年3月,京 都

大学東 南 アジ ア研究センター後援会が設立され

た。平沢前京大総長を後援会理事長 として,募 金

などの後援活動が開始 された。

バンコック連絡事務所の運営 本岡助教授が4

月帰国し,飯 島茂助手(農 学部)が バンコック連

絡事務所の運営をひきついだ。6月 から相良教授

がタイの教育構造にかんする研究 をおこなうと同

時に連絡事務所長に就任 した。

39年 度の現地調査計画により,タ イにおお くの

研究者がお くられるから,連 絡事務所のはたす役

わ りはきわめて大きい。相良のあとは,本 年10月

からふたたび本岡が うけつ ぐ予定である。

研 究 計 画 本年度研究計画は,自 然科学部門

と社会科学部門の2本 だてに編成されることにな

った。

社会科学部門のマレーシア ・インドネシア地域

研究の現地調査は本年度か ら開始される。 ビルマ

・タイ地域研究は第2段 階にはいり,タ イ村落社

会の調査をおこなう。その他の個別調査計画 も逐

次実行にうつ される。

自然科学部門では,医 薬班,生 物班,地 学班,

農業生産班の4班 において目下鋭意調査計画の立

案 とその具体化の努力をつづけている。

昨年度に現地調査をおえたものは,目 下資料の

整理分析をおこなっている。その成果は中間報告

として,研 究例会につぎつぎ発表する。
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Ⅰ.社 会科学部門

1.ビ ルマ ・タイ地域研究計画

(1)タ イの村落社会調査

本岡助教授は,前 年の総括調査にひきつづき,

本年度はタイの村落社会に定住 して集約的な調査

をおこなう。

タイの地域区分にしたがい,北 部,東 北部,中

部および南部で,代 表的な村落をえらび,調 査者

は定着して,聞 きとり調査と観察によ り村落の社

会 構造 な どをあきらかにしようとするものであ

る。

調 査 者 は飯 島,水 野 浩 一(セ ン ター研 究 員),矢

野暢(大 学 院 法 学 研 究 科)と 本 岡 で あ る。

飯 島 は39年4月 北 部 の チ ェ ン ダオ に村 落 の選 定

を お わ って い る。 水 野 は 東 北 部 の コ ン ケ ンに は い

り,矢 野 は ハ ジ ャ イ,ナ ラテ ィ ワ ー ト,ヤ ラあ る

い は パ タニ のい ず れ か の マ ラ ヤ系 タイ人 の村 落 を

担 当す る。 本 岡 は 中部 を担 当す る が,本 年 は前 年

の総 括 調 査 の補 足 を もあ わせ て お こな い,村 落 調

査 は40年 に もお こな う。

調 査 者 が 村 落 に は い る の は7月 か ら40年3月 ま

で の予 定 で あ る が,す で に飯 島,水 野,矢 野 の3

名 はバ ン コ ッ クで タイ語 の 習得 に は げ ん で い る。

(2)タ イ に お け る農 業 技 術 の 改良 とそ の農 民

層 へ の滲 透 状 況 の調 査

タイ の水 稲 作 物 お よび 畑作 物 の 農業 技術 的 に み

た実 態 調査 を,そ の 改 良 方 向 につ い て の調 査 は,

本 岡,佐 藤,渡 部 ら に よ っ て す で に お わ って い

る。

本岡はこの補遺調査 として,農 民層への改良技

術の滲透問題 について,さ きの村落社会の調査 と

協力し,具 体例の調査 をおこな う。

2.マ レーシア・インドネシア地域研究計画

マレーシア・インドネシア地域研究計画を担当

する棚瀬助教授(文 学部)が リーダーとなって,

マラヤ人社会の調査をとりあげる。

棚瀬のほか吉田光邦助教授(人 文科研),口 羽益

生講師(竜 谷大学),坪 内良博(大学院文学研究科)

が参加 し,棚 瀬,吉 田が6月 先発し基礎資料の収

集,現 地の関係者との折衝,調 査地の選定などを

おこなう。口羽,坪 内は7月 後発し現地で合流す

る。棚瀬は9月 まで,坪 内は10月 まで,口 羽は40

山地民族メオのもつ楽器のかなでる、オル ガンのようにやわ らかい責の、も

の悲しいメロデ ィーは少数民族のあわ れさを感 じさせる。山地 にすむ人々は、

たとえばヨーロ ッパのアルプスでも、ネパ ール ヒマラヤでも、 りっぱな楽器 を

も っている。遠距離通信の必要があ ったためだろうか。

タイ中部の古都アユタヤ近郊の子供たち。
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かわいい子をだいて盛装の女がでて きた 。"ボ クはなににな りたいの?"と ボウヤにきいた

ら、"こ の子はね、大学へや って ……、それか ら……"、 と母 親が熱心にこたえる。ききと り

調査はなにも質問用紙にかき こむ ことだ けでない 。ちよ っとした ことばのはしばしにも、人間

の行動規範、倫理、価値観 、世界観 はでて くる。村落調査 にわす れてはならないことなのだ。
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タイの議事堂。平和にみえるけれども、バンコックには戒厳令がしかれ、議会は機能を停止

している。改正憲法もまた発効していない。なぜだろう?素 朴な疑問を抱かざるをえない。

年1月 まで現地に滞在 し,集 約調査と比較調査を

平行 して実施する。

マラヤ(マ レーシアの半島部)は いわゆる複数

社会を構成 しており,マ ラヤ人のほかに,中 国人

インド人などが人口のおおきい部分をしめている

が,マ ラヤ人本来の姿をよりおおくのこしている

といわれ る北部マラヤに,村 落をえらび集約的調

査をおこなう。同時に中国人など他民族 との交流

関係,そ の史的背景などもひろ く調査 し比較研究

もあわせておこな う。

調査の予定項 目は,1)マ ラヤ人社会の史的背

景,2)経 済的基盤,3)家 族,親 族および村落の

構造,4)社 会 ・政 治構造,5)村 落 と都市の関

係,6)価 値観 宗教,思 想,7)マ レーシアにお

けるマラヤ人社会の位置などである。

3.東 南アジア諸国における政治組織 と政治過

程の比較研究

東南アジアにおける政治を担当する猪木教授 ら

は,39年12月 か ら40年1月 にかけ,タ イ ・ビル

マ ・インドネシア・マレーシア ・フィリピン ・南

ベ トナム ・ラオス ・カン ボジアの諸国におもむ

き,こ れ ら諸国の政治組織と政治過程の比較研究

にかんする現地調査をおこなう。

調査は猪木教授が主宰 し,福 島徳寿郎教授(法

学部)が 政治構造を,香 西茂助教授および高坂正

尭助教授(法 学部)が 国際関係の諸問題を,清 水

敬次助教授(法 学部)が 税制上の諸問題を,園 部

逸夫助教授(法 学部)が 公法上の諸問題を担当す

る。 これ ら多 面 的 な研 究 は 社 会 的 コ ミュニ ケ ー シ

ョン の発 展 と,政 治 的 近代 化 との 関 係 に 焦 点 を し

ぼ り,タ イ の三村 落 に住 み 込 ん だ 飯 島,水 野,矢

野 ら の協 力 を え て進 め られ るは ず で あ る。

4.東 南 ア ジ ア に お け る教 育 制 度 な らび に教 育

構 造 の比 較 研 究

東 南 ア ジ ア の教 育 にか んす る諸 問 題 を担 当す る

相 良 教 授 は39年6月 か ら9月 ま で,タ イ ・ヵ ン ボ

ジ ア ・マ レー シ ア ・イ ン ドネ シ ア各 国 にお け る教

育 制 度 を比較 し,あ わせ て政 治,経 済,宗 教 地

理,言 語 な どの諸 因子 が教 育 に お よ ぼす 影 響 を調

査 す る。

森 口兼 二 助 教授,浜 口恵 俊 助 手(教 育 学 部)ら

が,40年 に ひ きつ づ き社 会 教 育,家 庭 教育 な どの

比 較研 究 をお こ な う。

本 研 究 に 関連 して,佐 藤 幸 治 教 授(教 育 学部)

は39年8月,ビ ル マ 僧BhadantaSabbana

Mahatheraの 創 始 したSatipatthanaの 禅 法 を

ラ ン グ ー ン の本 院 お よび バ ン コ ッ クの 別 院 にお い

て調 査 す る。

5.北 部タイにおける諸言語の調査

言語学的研究を担当する西田龍雄助教授(文 学

部)は,39年9月 か ら40年2月 まで北部タイにお

いて諸言語の調査をおこない,三 谷恭之(大 学院

文学研究科)が 参加する。バンコックのチュラロ

ンコーン大学に留学する桂満希郎(大 学院文学研

究科)が 現地で合流参加する予定である。
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バンコックに事務局をもつECAFEは アジア地域の経済開発を

多角的に、国際的にとりあげ検討し努力をつづけている。

北 部 タイ に は,タ イ族 以 外 に ビル マ語 系,カ レ

ン語 系,モ ン ・ク メー ル語 系,苗 ・■語 系 の諸 言

語 を は な す種 族 が 知 られ て い るが,い ま だ に記 述

言 語学 的 な 調査 の対 象 に な っ て い な い。 本 調査 で

は チ ェ ンマ イに本 拠 をお き,調 査 参 加者 は タイ語

の チ ェ ンマ イ方 言 を 習 得 す る と と もに,専 門 的 に

ひ とつ 以 上 の 近 隣 種 族 の 言 語 を担 当 す る。 調査 対

象 に は,ラ フ語(西 田 ・桂),ア カ語(西 田 ・三

谷),ラ ワ語(三 谷),カ レ ン語(桂)を え らび だ

し てい る。 こ れ ら諸 言 語 の 記 述 的 分 析 をお こな

い,各 言 語 相 互 の 関 係 を比較 言 語 学 的 に 追 求 す

る。 また 北 部 タ イ と ビル マ 国 境 附 近 に は,同 一種

族 が 両 方 にわ かれ てす ん で い るば あい もお お い

が,た とえ ば ビル マ の カレ ン語 と タ イ の カ レ ン語

の相 違 な どを あ き らか にす る た め の基 礎 的 な資 料

を採 集 整 理 す る こ と もあ わ せ て重 視 し た い。

6.マ レー シ ア の華 僑 の歴 史 的 社 会 的 研 究

華 僑 に か ん す る研 究 を担 当す る 日比 野 助 教 授

は,前 年 に ひ き つ づ き,39年12,月 か ら40年3月 ま

で マ レー シ アの 半 島部 の都 市 に お け る華 僑 社 会 の

実 態 調 査 をお こな う。

調査 に は 目比 野 の ほ か藤 原 利一 郎教 授(京 都 女

子 大学),中 村 孝 志 教 授(天 理 大 学),船 越 昭生 助

手(人 文科 研)が 参 加 す る。 で きれ ば タイ ・南 べ

トナムの華僑社会の比較調査 もおこない,台 北の

台湾省立図書館,香 港の香港大学,新 亜書院など

での関係文献の収集整理をおこなう。

7.東 南 アジア経済における近代化要因の研究

鎌倉昇助教授(経 済学部)は39年7～8月,タ

イ ・南ベ トナム ・ビルマ ・マレーシア・インドネ

シア・フィリピンの各国 を歴訪し,経 済近代化要

因について予備調査 をおこなう。すなわち各国政

タイの義務教育は7年 。近年ユネス コの勧告までは4年 だ った 。

白のブラウスに紺のスカー トのスクールカラー。



府機関や,中 央銀行および国連機関で刊行されて

いる経済統計や資料を収集し,同 時に問題の所在

を確認する。

8.東 南アジアの仏教々団の実態調査

東南アジアにおける仏教を担 当する藤吉慈海助

手(人 文科研)は39年11,月 か ら40年2月 まで,タ

イ ・ビルマ ・カンボジアにおいて,仏 教々団の実

態調査をおこなう。

東南アジア諸国にひろまっているテーラバーダ

仏教の教団 とそれをささえるものとの関係を調査

し,そ れ らと諸国の近代化 との関係を究明しよう

とするものである。

Ⅱ.自 然 科 学部 門

自然 科 学 部 門 の調 査 計 画 は,各 研 究 担 当者 にお

い て準 備 がす す め られ て い る が,そ の うち次 の も

のが 具 体 的 な検 討 段 階 に あ り,現 地 交 渉 な どお こ

な わ れ て い る。

1.医 薬 班

(1)タ イ に お け る"らい ・"の 実 態 に かん す る

疫 学 的,臨 床 学 的,病 理 学 的 調 査

西 占貢 教 授(医 学 部)は,岡 田 誠 太 郎 助 教 授

(医学 部)と と もに,タ イ国 の"ら い"の 実 態 調

査 を,39年11月 か ら40年2月 ま で お こ な う。 西 尾

"ら い"患 者の数 は約20万
。タイの医学に とって大問題だ。"ら い

病院"ら い村"を つ くり患者を隔離 している。チ ェンマイの"ら い

病院"男 子病棟 はりっぱなものだった。

教授 らによる予備調査の結果にもとつ くものであ

るが,タ イ厚生省の協力を期待 している。

タイの"ら い"患 者 は約20万 と推定 されてい

るが,そ の うち約8万 は,"ら い"対 策部の医師 グ

ループ,お よび国立"ら い"療養所が実態を把握 し

治療をおこなっている。なお10数万の"ら い"患

者が治療をうけずに放置されているよ うである。

そのため,本 班は,上 記のタイの治療活動 と協

力し,未 治療"ら い"患 者の実態を調査 し,あ わ

せて 「病型分布」および病理学的特徴 を,病 理組

織学的,電 子顕微鏡的に観察研究する。

(2)タ イにおける結核にかんする予備調査

寺松孝助教授(結 研外科),前 川暢夫助教授(結

研内科)ら は,39年12月 から40年2ま で,タ イの

結核対策の現状を調査する。同国では結核対策が

医学界の主要課題 となっているのである。

この調査は,"ら い"の調査 とならんでおこなわ

れるもので,主 として臨床医学的に,結 核患者お

よびその周囲の医学的知識や理解の程度を調査す

るとともに,結 核対策業務にたずさわる関係者の

業績を検討し,結 核の比較研究をおこなうための

基礎資料とする。

2.地 学 班

(1)北 部タイの地質鉱物学的調査
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1963年8月 、メナム河の支流ピン川
にヤンヒーダムが完成した。国王の名
をとってプ ミポンダムと命名された

が、発電機8基 総出力56万キロワット
時の電力をおこし、タイ全土に送り工

業発展の基礎とするとともに雨季の出

水量を調節し農業水利事業を円滑にお
こなうことをめざす、いわゆる多目的

ダムである。全高152メ ートルのアー
チダムはアメリカの技術、発電機本体
はドイツ製、タービンは日本製、送電

線工事はオーストリヤだという。各国
の技術の粋をあつめたものである。

メナム河中流の分水堰チャイナート

ダムで流量を調節し、下流部の水田に
おくる灌慨用水の配分をおこなう。乾

季と雨季のはっきりした気候のところ
で、農業用水を調整することはきわめ

て重要なことだが、またたいへんむつ

かしいことでもある。
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石灰岩の露頭がそのまま山のかたちにのこっている。奇怪な山容は単調な平原を旅するものの目をなぐさめてくれる。

滝本清教授(工 学部)は,吉 住永三郎教授(工

学部),鈴 鹿恒茂助教授,谷 口敬一郎助教授,港

種雄講師,入 江恒爾講師(工 学部)ら とともに,

39年10月 か ら12月まで,北 部タイ,チ ェンマイ周

辺の地質鉱物の調査,物 理探査 をおこな う。

東南アジアは,ア ルプス ・ヒマラヤ造山帯と環

太平洋造山帯との相接する地域にあたる。また複

雑な地形 と特殊な気候のもとにあ り,地 学的な研

究を要する。 ここでまず研究活動の容易なタイ北

部の山岳地帯で,地 質構造ならびに鉱床の調査を

はじめる。

(2)東 南アジアにおける非鉄金属資源な らび

に製錬にかんする研究

森 山徐一 郎教授(工 学部)は,39年10,月,タ

イ ・マレーシア ・シンガポールの,主 としてスズ

鉱の資源,製 錬の現況について視察をおこなう。

東南アジアのスズ資源は世界産額の約70パ ーセ

ントをしめているが,従 来はオランダ,英 国の技

術により開発されてきた。最近わが国の技術によ

る原鉱開発および製錬がおこなわれている。これ

らについて非鉄製錬学的な調査をおこなう。

3.農 業 生 産 班

(1)マ レ ー シ ア ・南 タ イの水 田土 壌 調 査

自然 環 境 にか ん す る研 究 の 一部 と して タ イの水

田 土壌 調査 をお こな って きた 川 口教授 は,そ の成

果を発展 させるため40年1月 から4月 まで,タ イ

およびマラヤにおいて水田土壌調査をおこなう。

久馬一剛助手(農 学部)と 古川が参加する。

熱帯土壌学にかんす る研究はふるくからおこな

われてお り,膨 大な資料の蓄積があるにもかかわ

らず,土 壌型の分類体系がさまざまであるため,

土壌型相互の成因論的な異同があきらかでない。

これが熱帯における農業技術 の交流をさまたげる

要因のひ とつになっている。成因論的土壌分類の

体系化と土壌型相互の関係の位置づけを主目的 と

し,さ らに熱帯における窒素の肥効発現機構をあ

きらかにする。

(2)東 南アジアにおける農業灌概および排水
にかんする調査

富士岡義一教授(農 学部)お よびこの研究に関

連する研究者は,39年10月 から12,月まで,タ イ・

カンボジア・マレーシアにおいて,農 業灌慨およ

び排水にかんする予備調査をおこなう。

主として土地,水 資源の現況ならびに水利開発

および灌概排水にかんする問題点のありかをつき

とめようとするものである。

(3)東 南アジアにおける広域水利計画にかん
する調査

南 勲助教授(農 学部)は,39年7月 タイの水

利配分法およびその施設,水 利学にかんする研究

機関を視察し,あ わせてメナム河の水理特性にか

んする予備調査をおこなう。
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02

出 版 計 画"東 南アジア研究"は,本 年6月

第4号,9月 第5号,12月 第6号,40年3月 第7

号発行の予定である。

現地調査からかえったものの中間報告論文を中

心に,学 外からもおおくの論文寄稿が期待 されま

すます内容の充実をはかる。

第6号 は,後 述のマラヤ稲作シンポジウムの特

集号にあて,マ ラヤにおける日本稲作技術援助の

集大成をおこな う予定である。

また,本 年末には"東 南アジア研究センター調

査研究報告"の 第1号(日 ・英両語版)が 公刊 さ

れ る予定である。

本所報は,今 後5月 末に毎年刊行 される予定で

ある。

その他,研 究センターの事業内容を公表するた

め,"要 覧"を 日英両文で出版する。

交 流 計 画 前年度の研究者交流事業の成果を

考慮し,ひ きつづき40年3月 のアジア学会年次総

会およびHRAF委 員会に代表者をおくり,東

南アジア研究の現状報告を各国 と相互に交換しあ

う。

9月 から1年 間,オ ハイオ州マイアミ大学のバ

ジリー教授(政 治学)を 招聰 し,法 学 部 におい

て,東 南アジアの政治機構 と政治過程に関する特

別講義をおこなう。

研究センターにおいては,大 学院学生を対象 と

するセミナーの担当を同氏に委嘱する。

39年秋,マ ラヤ稲作技術シンポジウムを農林省,

海外技術協力団 と共 催 によ りおこなう予定であ

る。 コロンボ計画 による技術援助の専門家 とし

て,33年 か ら日本政府がマラヤに派遣した稲作技

術者は19名 にのぼる。育種部門では,新 品種マリ

ンジァ(Malindia)の 育成に成功し,そ の他,農

業,害 虫防除などの部門においても,お おくの成

果をあげ,わが国の東南アジア技術援助のうち,組

織的におこなわれたものとして注 目されている。

研究センターは,こ れ ら技術援助計画に参加し現

地で研究指導にあたった専門家の参加を求め,そ

の成果の集大成をおこなうと同時に,研 究センタ

ーの今後の研究計画立案に有効な知識 と情報 との

交換をおこなう揚をもとうとするものである。

図 書 資 料 整 備 計 画 図書資料整備 計画 と

して本年度はHRAFの 整理に重点をお く。200

万枚にのぼるスリップの整理は,研 究センターに

課せ られた今年度の重要な課題のひ とつである。

現在,京 大中央図書館に設けられたHRAF室

で,専 門技術者を養成しなが ら,40年3月 末まで

の整理完了を目ざして鋭意努力中である。4月 か

ら公開して研究者の利用に供する予定である。な

おスリップは毎年約10万 枚ずつ増加するために,

HRAF室 はいよいよ充実 され るであろう。

養 成 計 画 研究センターでは,研 究者養成の

ためセミナー計画 と留学計画をもつ。

研究センターは,現 地調査に,専 門研究分野に

経験のふかいスタッフをもっているので,東 南ア

ジア研究にかんする総合セミナーを9月 か ら開講

する。大学院学生を対象 とするが,学 部学生

も聴講することができる。

留学生希望者を大学院学生から募集 し,東

南アジア地域の大学,あ るいは欧米の東南 ア

ジア研究をお こな ってい る大学へ留学させ

る。東南アジア地域へお くるものには,そ の

国の学生 と生活をともにし,言 語を完全に習

得させる。同時に協同研究をおこなうことに

よって,そ の地で真に必要な研究課題を体得

することができるであろう。東南アジア研究

にふさわしい歴史 と実力 とをもつ欧米の大学

にお くる留学生には,"地 域研究"の方法論を

HRAF室 には、毎日5～6人 がつめき っている。200万 枚のス

リップを整理す るの はたいへんだ 。箱をあ ける、ス リップをえ り

わ ける、みだ し番号に したが って所定の場所へおさめる。 こうし

た作業によ って、1日 平均6000枚 がかたず けられてい く。6月 に

は全体の約四分の一がおわ った 。



タイ学術研究会議議畏ネート将軍夫妻とニポン博士は京都大学を訪ずれたときこういった。
"京都にははじめて来た気がいたしません。バンコックでお会いした平沢先生や奥田先生だけ

でなく、他の先生がたとも古いお知りあいのような気がしてなりません"と 。

学ばせ,同 時にひろく東南アジアに関心をよせる

研究者との交流をはか らせる。

留学生希望者の募集は,ひ ろく全学か らおこな

い,採 用には語学 とくに英語の表現力を重視し,

第一次選考を教養部英語学研究室に依頼した。第

二次選考は研究センター主任会議が面接をおこな

い,東 南アジア研究に対する本人の必要性をただ

した。

38年10月 の選考で,前 田成文(文 学研 究科,

社会学専 攻),桂 満希郎(文 学研究科,言 語学

専攻),福 井捷朗(農 学研究科,植 物栄 養学専

攻),小 林一三(農 学研究科,農 林経済学専攻)の

4名 が採用された。 また,フ ルブライト奨学生に

酒井敏明(文 学研究科,人 文地理学専攻)を 推せ

んし,採 用された。

前田成文はマレー語の習得とマラヤの社会構造

の研究のために,マ ラヤ大 学 に39年5月 から1

年間,桂 満希郎はタイ語習得 とタイ語方言および

未調 査 言語の記述のために,タ イ,チ ュプロン

コーン大学に7月 から1年 間,福 井捷朗はタイ語

習得 と多雨熱帯の水田土壌の研究のためカセツァ

ー ト大学に6月 から1年 間,小 林一三は"東 南 ア

ジアにおける経済発展 と農業"を テーマに,基 礎

的 トレーニングを受け,イ ンドネシア語の修得と

農業開発理論の研究のため米国コーネル大学に1

年間,そ れぞれ出発した。酒井敏明は"東 南アジ

アの人文地理学的研究"の ため8月 か らエール大

学に1年 間留学する。

お わ り に

第1年 度事業の実績をかえりみ,第2年 度事業

計画を再検討してみて,研 究センターの今後のあ

りかたについて,学 ぶ ところが少 くなかった。第

1年 度にひきつづき第2年 度計画 もさいわい順調

に進行している。

今後 さらに研究センターを発展させるために,

学内外の研究者の積極的な参加が望まれる。また

国際交流を活澱にし,さ らに国際的協同研究にま

で発展 させていかなければならない。

ひろ く各界の一層の協力 と支援をお願いするし

だいである。

泥ぬまにはま りこんでは、さしもの トヨタラン ドクルーザーも動け

そうにない。で っかい車をほ りおこすのは骨 のおれるしごとだった。

われわれのい く道も決 して平坦でないことを知 っている。しかした

がいの協力と理解の上 にた って、力強 く前 進をつづけてい く。それが

われわれの信念であ り、カの源泉でもある。
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東 南 ア ジ ア 研 究 セ ン

所属機関名 ・職 名 氏 名 研 究 内 容

京 都 大 学
文 学 部

教 授 泉 井 久 之 助 マ ラヤお よび イン ドネシアの諸方言の直接的採録研究 を

中心 とするマ ライ ・ポ リネシア諸語の比較言語学的研究

〃

〃 織 田 武 雄 東 南アジ アにおける村落の研究

〃 助教授 池 田 義祐 東南 アジ アにおける家族およ び村落の研究

〃 〃 棚瀬襄 爾 マラヤの社会 ・文化 ・宗教等の文化 入類学的調査研究

〃 〃 西 田 龍 雄 ビルマ ・タイを中心 とする東 南アジアの諸言語の調査 と

比較研究

教 育 学 部 教 授 相 良 惟一 東南 アジアの教育制 度の比較研 究

〔近代 化 と教育 の役割)

〃 〃 池 田 進 〃

〃/ 〃 佐 藤 幸 治 東南 アジア地域 におけ る仏教(禅)の 比較研究

〃

ノ 助教授 小 田 武 東南 アジア地域 におけ る教育内容についての研究

〃 ノ 森 口 兼 二 日本人の東南 アジア観 と東南 アジア諸国 におけ る日本観

〃 ノ 小 倉 親 雄 東南 アジアにおける読書の 資源と 機会の研究

法 学 部 教 授 猪 木 正 道 東南ア ジアにおけ る政治～組織 と政治過程の比較研究

ノ' 〃 福 島 徳 寿 郎

〃

〃 〃 田 畑 茂 二 郎 東南ア ジアにお ける国際関係

〃 〃 平 場 安 治 東南 アジア諸国 の比較法的研究

〃 〃 溜 池 良 夫 γ

ノノ 〃 磯 村 哲 〃

〃 〃 道 田 信 一 郎 〃

ノ! 助教授 清 永 敬 次 東 南ア ジア諸国における 政治組 織 と政治 過程の比較 研究

〃 ノ! 園 部 逸 夫 〃!

〃 ノ/ 香 西 茂 〃

'ノ 〃 高 坂 正 亮 東 南ア ジアにおける国際関係

ノ～ 〃 上 山 安 敏 東南 アジア諸国の比 較法的研究

〃 〃 龍田節 〃

経 済 学 郭 教 授 堀 江 保 蔵 束南 ア ジアの経 済的近 代化要因の研究

〃 助教授 鎌 倉 昇 東 南ア ジァの経 済近代 化を阻 害 してい る事情の研究

理 学 部 教 授 瀬 野 錦 蔵 東南ア ジアにおける陸水の研究

!/ ノ' 芦田 譲 治 東南ア ジアにおける植物 にかんす る研究

医 学 部 〃 西 尾 雅 七 東南ア ジア諸地域におけ る公衆衛生学的研究

〃 ノノ 藤 原 元 典 東南ア ジア地 域の栄養学的、調査

!〆 // 浅 山 亮二 東南ア ジアにおけ る トラコー マ,失 明原因 の調査 と対策

ノノ /ノ 村上 仁 東南ア ジア諸地 域におけ る民族精神医学的研究

〃 〃 美 濃口 玄 東 南ア ジア諸地 域におけ る弗素中毒の調査研究

〃 〃 西 占 貢 東 南ア ジアにおける"ら い"の 実態調査 と病理学的研究

! 講 師 上野 一 也 東南ア ジアにおける失明原因の調査 とその予防対 策

薬 学 部

ノ

教 授

〃

木 村 康 一

井 上 博 之

東 南ア ジアにおける薬用資源,薬 業事情,薬 学教育 の

調査

東南晦ア ジア産 薬用植物 の化学的研究

〃 助教授 高 橋 三 雄 フィリ ピンの薬用植物 の含有成分の研究

工 学 部 教 授 滝 本 清 東 南ア ジアにおける酸姓 火成岩に ともな う鉱床の研究

〆 ノ 松 尾 新 一 郎 東南ア ジア地 域の地下 水位 とその影響につ いての研究

〃 〃 吉 住 永 三 郎 東 南ア ジアにおける地下 資源の探査

〃 〃 森 山 徐 一 郎 東 南ア ジアにおける非 鉄金属資源な らびに製錬の研究



タ ー 研 究 担 当 者 一 覧

所属機関名 職 名 氏 名 研 究 内 容

工 学 部 助教授 鈴 鹿 恒 茂 東 南 アジアにおけ る酸性 火成岩に ともなう鉱床 の研 究

〃 〃 谷 口 敬 一 郎 東南 ア ジアにおける地下 資源 の探査

〃 講 師 港 種 雄 東南 アジアにおける酸成火成岩 に ともな う鉱 床の研究

〃 〃 入 江 恒 爾 〃

農 学 部 教 授 四 手 井 綱 英 東南 ア ジアの 自然環境 の研究

ノ! 〃 川 口 桂三 郎 東南 アジア諸国 の農 業立地にか んする基礎 調査

〃 ノ! 冨 士 岡 義 一 東南 ア ジアにおける土 地,水 資源 な らびに農業開発の研究

〃 助教授 本 岡 武 ビル マ,タ イの農 村経済 にかんする研究

〃 〃 堤 利 夫 東南 アジアの自然環境 の研究

〃 〃 南 勲 東 南ア ジアにおける広域水利 にかんする研究

教 養 部 教 授 柴 田 実 東南 ア ジアの稲米儀礼(稲 作農耕 民族の民俗調査)

〃 〃 東 中 秀 雄 束南 アジアの局地 的地下 構造 の研究 と地 下資源の開発

〃 〃 山

下

孝 介 南方栽培植物の特性とその導入にかんする調査研究

〃 〃 久 米 直 之 南方植物の発生生理にかんする研究

〃 〃 吉 井 良三 東南 ア ジアにおけ る森林土壌 内の生物 相

〃 助教授 平 野 実 東南アジアにおける陸水産藻類の植物地理学的研究

〃 〃 尾 崎 雄 二 郎 東南 ア ジアにおけ る中国語方言 の調査 研究
人 文 科 学
研 究 所 教 授 岩 村 忍 東南 ア ジアの講査一般

〃 〃 平 岡 武 夫 東南 ア ジア仏教の研究

〃 助教授 日 比 野 丈 夫 マラヤの華僑調査

〃 〃 吉 田 光 邦 マラヤの村落調査

結核研究所 教 授 長 石 忠三 東南 アジアにおける結核 の現状 調査

〃 助教授 寺 松 孝 〃

〃 〃 前 川 暢 夫 東南 アジアにおける結核 の疫学,化 学療 法の研 究

兵庫農科大学 教 授 佐 藤 孝 東南 ア ジアにおけ る畑作 の裁培学 的研究

京都府立大学 助教授 渡 部 忠 世 東南 アジアにおけ る稲作 の作物学的研 究

兵庫農科大学 教 授 浜 田 秀 男 東南アジアの野生稲及び栽培稲の生態的並びに分類的研究

岡 山 大 学 〃 小 林 純 東 南ア ジアの河川 の化学 的研 究

京都女子大学 〃 藤 源 利 一 郎 東南 ア ジアにおけ る華僑発展 史の研究

東京理科大学 〃 糸 川 秀 治 薬用資源 ・薬 業事情 ・薬学教育 の調査

竜 谷 大 学 講 師 口 羽 益 生 マラヤ並 びに イン ドネシアの社 会構造

京 都 府 立
衛 生 研 究所

環境衛
生課長 加 藤 釤郎 イン ドネシアの環 境衛生,風 土病 と衛生動物 との関係

長 野 県
松 本 保健 所

薬剤技師 加世田正 道 薬 用資源 ・薬業事情 ・薬学教育 の調査

神 戸 大 学 教 授 高 木 太 郎 東南ア ジアにおけ る教育制度 の比較研 究

水 野 浩 一 東南 アジアにおける村 落社 会の変動過 程の比較研究

広 島 大 学 助 手 門 前 貞三 教育の発達を規定する阻止的要因と促進的要因
大 阪 市
教 育 研 究 所 所 員 山 口 三郎 東南 ア ジアの教育制度 の比較研 究

京都 府 立医 科 大 学 研究員 正 垣 幸 男 東南 ア ジアにおけ るフ ィラ リア,マ ラリアおよび寄生蠕 虫
の疫学的調査 およびその対策に つい ての研究

天 理 大 学 教 授 中 村 孝志 南方華僑史の研究
東京大学(東
洋文化研究所)

講 師 築 島

謙三

マラ イ人村落 の 自治体制 と人倫意識

山 本 利 雄 東南 ア ジアにおけ る肺 ・心臓外科 の現状 調査

83名



規

京都大学東南アジア研究セ ンター規程

第一条 京都大学 に東南 アジ ア研 究センター

(以下 「研究 センター」 とい う。)を置 く。

第二条 研究 センターは,東 南 アジアの総合

研 究を行い,あ わせ て東南 アジア研究 に関

する連絡調整お よび研究資料の収集整理 を

行な うこ とを目的 とす る。

第 三条 研究 センターに総務部お よび調査研

究部 を置 く。

2.総 務部 においては,研 究交流計画 ・研究

者養成計画 の立案実施 および連絡調整 な ら

びに研究 資料の収集整理お よび保管等を行

なう。

3.調査研究部 においては,人 文 ・社会 ・自

然科学的調査研究計画の立案実施お よび連

絡 調整 を行な う。

第四条 研 究センターに所長 を置 く。

2.所 長は,研 究 センターの業務 を総括 し,

かつ代表 する。

3.所 長の任期 は,2年 とす る。ただ し,再

任を さまたげない。

4.所 長は,東 南 アジア研究 センター管理委

員会(以 下 「管理委員 会」 とい う。)に お

いて選考 し,総 長が委 嘱す る。

第五条 研 究 セ ン ター の業務 に従事する者

は,総 長 が委嘱す る。

第六条 前各条 に定める もののほか,研 究セ

ンターの運営 について必要 な事項は,管 理

委員会の議を経 て所長が定 める。

附 則

この規程 は,昭 和38年1月8日 か ら施行す

る。

京都大学東南 アジア研究センター管理委員

会規程

第一条 京都大学 に東南アジア研究 センター

管理委員会(以 下 「管理委員 会」 とい う。)

を置 く。

第二条 管理委員会は,東 南 アジア研 究セン

ター(以 下 「研 究センター」 とい う。)に関

す る次の事項 を審議 する。

程

一 所 長の選考

二 規程 の制定改廃

三 年 次研究計画お よび事業計画 ならびに

その報告

四 その他委員長が必要 と認 めた事項

第三条 管理委員会は,次 の各号 にかかげ る

委員で組織す る。

一 学部,教 養部お よび研究所 の うち関係

す る部局 の長 または これ に代 わる教授

二 研 究センター所長

2.前 項第1号 の委員 は,総 長が委嘱す る。

3.第1項 第1号 の委員の うち部局長以外の

ものの任期 は,2年 とする。

第四条 管理委員会 は,委 員長が招集 し,議

長 となる。

2.前 項の招集 は,年1回 以上行なわなけれ

ばならない。

3.2名 以上の委員 か ら審議事項を示 して管

理委員会の開催 を求 められた ときは,委 員

長 は,す みやかに管理委員会を招集 しなけ

れ ばならない。

第五条 委員長および副委員長は,委 員 の互

選 によって定 める。

2.委 員長お よび副委員長の任期は,2年 と

す る。

3.委 員長に事故 ある ときは,副 委員長が代

行す る。

第六条 議案は,第4条 第3項 に定める場合

を除 き,委 員長が管理委員 会に付議する。

第七条 管理委員会は,委 員 の4分 の3以 上

が出席 しな けれ ば 開 会 す ることがで きな

い。

第八条 管理委員会の議事 は 出席者の3分

の2以 上の多数で決する。

第九条 委員長が必 要 と認 めたときは,委 員

以外 の者の出席を求 め,意 見 を聞 くことが

できる。

第十条 管理委員会の事務 を処理す るため幹

事若干名 を置 く。

附 則

この規程 は,昭 和38年1月8馨 か ら施行す

る。



学部 ・教 養部 ・研究 所 な ど

東南 ア ジア研究 セ ン ター管理委員 会 委員長

京都大学総長

東南 ア ジア

研 究 セ ンター

所長

総 務部

調査研究部

主任 ・副主任

社 会 科 学 部 門

自 然 科 学 部 門

主任 ・副主任

主任 ・副主任

バ ンコ ック連 絡 事務 所 所長

運 営 協 議 会 常任 委員 ・幹事

東南アジア研究センター 管理委員会 東南アジア研究センター運営協議会

委 員 長 農 学 部 長 小 林 章 所長 人文科学研究所教授 岩 村 忍

副委員長 入文 科 研 所長 森 鹿 三 常任委員 文学部 教授

文学部 教授

泉井久之助

委 員 文 学 部 長 井 上 智 勇 〃

教育学部教授

織 田 武 雄(社 会科学部門主任)

〃 教 育 学 部 長 重 松 俊 明 〃 相 良 惟 一(総 務部副主任)

〃 法 学 部 長 中 田 淳 一 〃 法学部 教授 猪 木 正 道(社 会科学部門副主任)

〃 経 済 学 部 長 堀 江 英 一 〃 経済学部教授 堀 江 保 蔵(総 務部主任)

〃 理 学 部 長 速水頒一郎 〃 理学部 教授 芦 田 譲 治

〃 医 学 部 長 堀井五十雄 〃 医学部 教授 西 尾 雅 七

〃 薬 学 部 教 授 木 村 康 一 〃 薬学部 教授 木 村 康 一(自 然科学部門主任)

〃 工 学 部 長 藤 本武助 〃 工学部 教授 滝本 清

〃 教 養 部 長 柴 田 実 〃 農学部 教授 四手 井綱 英(自 然科学部門副主任)

〃 セ ン ター 所 長 岩 村 忍 〃 教 養 部 長 柴 田 実

幹 事 事 務 局 長 横 田 実 幹 事 文学部助教授 棚瀬嚢 爾

〃 庶 務 部 長 住 友 眩 〃 農学部助教授 本 岡 武

〃 経 理 部 長 西間木久郎 昭和39年6月30日 現在
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京都大学東南アジア研究センター
京都市左京区吉田本町 京都大学内
昭 和39年6月30日 発 行 、


